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論文内容の要旨
本論文は，プレストレストコンクリート(以下 PC と略記)構造の終局強度型設計法の確立のための基礎的研究を行
ったものであり，高さ45m 以下の中低層 PC 骨組構造を対象として，モデルの試設計，基本振動特性の検討，復元力
特性の履歴法則の新たな提案，及び動的応答評価等を通じて，設計用ベースシアー係数 CB 及び同係数を規定する設計
用一次固有周期 T の定式化及び、設計用の算定式の提案を行っており，全 6 章から構成されている。
第 1 章においては，本研究の背景と目的，研究の概要を述べている。
第 2 章では， PC 構造の耐震設計法の現状と課題について，耐震設計法の現状把握，内容分析，さらに動向及び課題
についての考察を行っている。その中で，本研究で対象とした PC 骨組構造の終局強度型設計法における設計用ベース
シアー係数 CB 及び設計用一次固有周期 T の研究の必要性を明らかにしている。
第 3 章では， PC 構造の設計用ベースシアー係数 CB の規定要因の一つでありながら，充分な研究がなされていない
設計用一次固有周期 T について検討している。高さ 45m 以下の中低層 PC 骨組構造の試設計モデルを用いて，同骨組
構造の一次固有周期 Tlに関する数値解析的な検討を行い， T に関する既往の研究成果や現行法規定にならって，未だ
提案の見られない同骨組構造の T の定式化及び、設計用の算定式の提案を行っている。






析を行い，中低層 PC 骨組構造の中小及び大地震時を対象とした設計用ベースシアー係数 CB に関する検討を行って









本研究は， PC 構造の合理的な終局強度型設計法の確立のための基礎的研究として，社会的要請の強い高さ45m 以下











(4) PC 骨組構造の試設計モデルを振動解析モデ、ルに置換し，層の復元力特性に新たに提案した PRC モデルを用いて
動的弾塑性応答解析を行い，中小及び大地震時におげる同構造の動的応答量及びその応答特性を明らかにしてい'
る。
(5) 得られた弾塑性動的応答量及び設計用一次固有周期 T を算定する提案式を用いて，入力地震動レベル及び PC 骨
組構造の層の降伏条件に基づいた設計用ベースシアー係数 CB の提案を行っている。
以上のように， PC構造の構造特性や動的応答特性に基づいて終局強度型設計法の根幹をなす設計用一次固有周期
T 及び設計用ベースシアー係数 CB を種々の面から検討し，設計上極めて有用な資料を提示しており，建築構造工学の
発展に寄与する所大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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